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【 請 求 項 １ 】
　 DNA修 飾 因 子 に 対 す る ゲ ノ ム の 候 補 領 域 の 感 受 性 を 正 確 か つ 効 率 的 に 決 定 す る 方 法 で あ
っ て 、 以 下 の a） ～ g） ：
　 a） 該 ゲ ノ ム を 含 有 す る 真 核 細 胞 の 集 団 か ら ク ロ マ チ ン を 単 離 す る こ と ；
　 b） 単 離 さ れ た ク ロ マ チ ン の 少 な く と も 1つ の 部 分 を 、 該 DNA修 飾 因 子 に よ り 、 DNA鎖 の 切
断 が 生 じ る 条 件 下 に お い て 処 理 す る こ と ；
　 c） 別 の 部 分 を 、 該 DNA修 飾 因 子 に よ り 、 改 変 条 件 下 に お い て 処 理 す る こ と ；
　 d） 処 理 さ れ た DNAを そ れ ら の 部 分 か ら 単 離 す る こ と ；
　 e） 各 々 の 部 分 か ら リ ア ル タ イ ム PCRに よ っ て 単 離 さ れ た DNAか ら 、 該 候 補 領 域 を 、 リ ア
ル タ イ ム PCRに よ り プ ラ イ マ ー セ ッ ト を 用 い て 増 幅 し 、 シ グ ナ ル を 得 る こ と ；
　 f） 各 々 の 単 離 さ れ た DNA部 分 内 の 該 候 補 領 域 の 相 対 的 コ ピ ー 数 を 、 次 の (i)～ (iii)：
　 　 i） 各 々 が 異 な る 量 の DNAを 互 い に 対 し て 固 定 さ れ た 割 合 で 含 有 す る 複 数 の DNAサ ン プ
ル の 各 々 に お け る 該 候 補 領 域 の コ ピ ー 数 を 決 定 し 、 そ れ に よ り 、 第 1の コ ピ ー 数 標 準 曲 線
を 算 出 し 、
　 　 ii） 各 々 が 異 な る 量 の DNAを 互 い に 対 し て 固 定 さ れ た 割 合 で 含 有 す る 複 数 の DNAサ ン プ
ル の 各 々 に お け る 参 照 領 域 の コ ピ ー 数 を 決 定 し 、 そ れ に よ り 、 該 参 照 領 域 の PCR増 幅 に よ
り 第 2の コ ピ ー 数 標 準 曲 線 を 算 出 し 、 さ ら に
　 　 iii） シ グ ナ ル を 該 第 1の 標 準 曲 線 お よ び 該 第 2の 標 準 曲 線 と 比 較 し て 、 各 々 の 単 離 さ
れ た DNAに つ い て 候 補 領 域 お よ び 参 照 領 域 の コ ピ ー 数 相 対 比 率 を 得 る こ と 、
に よ っ て 決 定 す る こ と ； 並 び に 、
　 g） 該 候 補 領 域 の 該 DNA修 飾 因 子 に 対 す る 感 受 性 を 、 該 参 照 領 域 の 感 受 性 に 対 し て 相 対 的
に 決 定 す る こ と 、
を 含 む 方 法 。
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